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コンケングループについて

解体からリサイクルまで一貫した事業活動

地球の資源を

大切にしている

会社
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藤クリーンについて
【リサイクルセンター】
• 再生砕石プラント
• 汚泥改良プラント
• 木くず再生処理プラント
• 廃プラスチック再生処理プラント
• 一般廃棄物プラント
• 混合廃棄物選別プラント
• RPF成形機（固形燃料）

【プラスチック資源循環センター】
・プラスチック資源中間処理プラント

【その他施設】
・研究開発室、サービス工場（重機・車両等）
・コンケンガーデン、セラピーガーデン
・安定型最終処分場（岡山市東区宝伝 ）
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廃棄物を『なぜ』リサイクル？

参考：令和２年度岡山県産業廃棄物実態調査報告書（令和元年度実績）より
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産業廃棄物

環境問題

・原料の無駄使いによる
天然資源の枯渇

・焼却処分から発生したCO2排出
による地球温暖化

・埋立地の増地による
森林や土地の減少

総廃棄物量 6,367千トン



リサイクル率（2023年度）



自然共生サイト

～コンケンガーデン～
Nature Positive
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コンケンガーデンの概要



岡山県内初の自然共生サイト

認定のポイント
干拓地に位置する産業廃棄物処理施設の敷地内にビオトープを
設け、希少種を含む動植物の生息・生育環境を創出した点

アサザ ミツガシワ科

Nymphoides peltata（S.G.Gmel.） Kuntze

岡山県レッドデータブック：絶滅危惧Ⅱ類

環境省レッドリスト：準絶滅危惧(NT)

岡山県内では南部（岡山市、倉敷市、浅口市）に

分布するが、開花が見られる集団は岡山市のみ。

チョウゲンボウハヤブサ科

Falco tinnunculus interstinctus McClelland

岡山県レッドデータブック：準絶滅危惧

環境省レッドリスト：該当なし

個体数は少なく、生息地は県内全域に点在して

いる。過去に複数羽が観察されていた生息地の中

には、個体数が減少している場所もある。

2023年11月17日
2024年10月17日 確認



リサイクル品を最大限活用



コンケンガーデンの生き物



コンケンガーデンの生き物



生物多様性国家戦略2020-2030

行動目標4-4 食品ロスの半減及びその他の物質の
廃棄を減少させることを含め、生物多様性に配慮した
消費行動を促すため、生物多様性に配慮した選択肢を
周知啓発するとともに、選択の機会を増加させ、イン
センティブを提示する

基本戦略４ 生活・消費活動における生物多様性の価値の認識と行動（一人一人の行動変容）

わたしたちにできること
・家庭系食品ロス量
・使用済プラスチック（一般系）の有効利用



岡山県内で先駆けてネイチャーポジティブ宣言を発表

最小限の内容の目安としては、生物多様性国家戦略の5つの基本戦略
の少なくとも1つに該当する内容を含むものとします。

生物多様性国家戦略2020-2030



プラスチック資源中間処理事業
Business

02



新規事業：プラスチック資源循環センター

(2024年3月～）

岡山市からの受託事業

プラスチック資源の中間処理



増加傾向が続く世界のプラスチック消費量

1950年以降に
全世界で生産された
プラスチックの総量は 83億トン!

そのうち 63億トンは
ごみとして廃棄…！

Jst科学技術振興機構より『https://scienceportal.jst.go.jp/newsflash/20220224_n01//』
参考：岡山県プラスチックスマートハンドブック



プラスチックにおける問題点

①地球資源の枯渇

プラスチックの原料は

↓

石油
あと何年採掘できるの？

※1 BP統計2018 https://www.keyence.co.jp/ss/products/process/energy-saving/column/energy-consumption.jsp



プラスチックにおける問題点

②海洋プラスチックごみ

⚠2050年には海ごみと魚の重さが同じになる

参考：世界掲載フォーラムレポート2016年＜https://www3.weforum.org/docs/WEF_The_New_Plastics_Economy.pdf＞

年間流入量(世界） 約800万トン

現在の海中のゴミの量(世界） 約1億5,000万トン



プラスチックにおける問題点

③地球温暖化

▶燃やすと排出されるCO₂の増加が主因

参考：全国地球温暖化防止活動推進センター事業(JCCCA)＜https://www.jccca.org/oyakudachi/download-list?parent=#search＞



ずっと住み続つづけられる

地球を守りたい。

⇓
2022年4月～プラスチック資源循環促進法

日本全国で

プラスチックの使い方を見直す



プラスチック資源循環促進法

岡山市

プラスチック資源

回収スタート



しげん
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岡山市プラスチック資源一括回収の目的

岡山市プラスイッチHPより https://plaswitch.jp/







収集

運搬

中間

処理

分別

排出

製品

材料

製品

事業内容

藤クリーンリサイクル業

者

市民のみなさん

市町村メーカーなど プラスチック

資源循環

プラスチック資源

ペレット

製品

選別

圧縮

梱包 24



作業工程

①計量 ③投入 ④破袋

⑤機械による選別 ⑥作業員による選別 ⑦圧縮梱包機

②展開検査

⑧ベール完成

搬入量１日

約25～30t

梱包物１日 100個程度 25

パッカー車

1日：50台～60台

ベールの重さ：200kg～230kg



主な注意点（市民の皆さんにお願いしていること）

汚れは落とす

落ちない物は

可燃ごみ

二重袋はNG

菓子袋やカップを

重ねない

長い物は

50cm未満に

切る

リチウムイオン電池を

含む電子機器は

資源化物の廃乾電池

正しく分別して「資源」として使えるよう、ご協力お願いします



リサイクルするとどんな未来になる？
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◼地球温暖化を防げるようになる

◼天然資源（石油）を守ることができる

一人ひとりの意識・行動が大切
そのためにも、、、、

自分だけじゃなく、未来の人や環境を守ることに繋がる！

みらい-

ちきゅう おんだんか ふせ

てんねん しげん せきゆ まも

じぶん みらい ひと かんきょう まも つな

ひとり いしき こうどう たいせつ



・自然共生サイトに興味がある

・ネイチャーポジティブ宣言に興味がある

・プラ資源について興味がある etc.

問い合わせ先

藤クリーン株式会社 研究開発室 築地

TEL：086-296-5771 FAX:086-250-3021

MAIL：t-tsukizi@kk-fuji-clean.jp



ご清聴ありがとうございました


